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1 ． は じ め に
2 0 1 8 年 ， 鹿 児 島 国 際 大 学 附 置 地 域 総 合 研 究 所 で は ， 共 同 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト「 鹿 児 島 を 支 え る 経 済 ･ 福 祉 ．
文 化 に 関 す る 研 究 」 を 立 ち 上 げ た 。 各 所 員 は ， そ の 中 で サ ブ テ ー マ を 設 け て 研 究 を 行 っ て い る 。 筆 者 は ，
同 研 究 所 の 一 所 員 と し て ， 薩 摩 半 島 南 部 に 位 置 す る J R 指 宿 駅 近 辺 の 商 店 街 の 活 性 化 に 向 け た 考 察 を 試 み
て い る （ 図 1 ) 。
南 国 感 が 漂 う 同 駅 の 近 辺 に は ， 駅 前 通 り 商 店 街 ， 指 宿 中 央 名 店 街 ， 昭 和 通 り 商 店 街 ， 平 和 通 り 商 店 街 ，
渡 瀬 通 り 商 店 街 な ど ， 複 数 の 商 店 街 が 密 集 し て い る 。 本 研 究 で は ， こ の 一 帯 を 「 指 宿 商 店 街 」 と 呼 ぶ こ と
に し た い （ 図 2 ) 。
こ の 指 宿 商 店 街 は , 残 念 な が ら 「 シ ャ ッ タ ー 商 店 街 」 と 化 し て お り ， 市 街 地 の 空 洞 化 現 象 が 生 じ て い る 。
こ れ は ， 指 宿 市 だ け に 限 ら ず ， 全 国 の 中 小 都 市 の 多 く が 抱 え て い る 問 題 の 一 つ で も あ る だ ろ う 。 そ の 要 因
と し て は ， 少 子 高 齢 化 の 進 行 や 大 規 模 小 売 店 の 出 現 な ど が 挙 げ ら れ る （ 西 ， 2 0 1 8 ) 。
し か し な が ら ， た と え 交 通 の 便 が 悪 い 場 所 で あ っ て も ， 行 列 の 絶 え な い 個 人 商 店 は 全 国 各 地 に 数 多 く 存
在 す る 。 そ う 考 え る と ， 商 店 街 の 衰 退 は ， 個 人 事 業 と い う 形 態 そ の も の に 問 題 が あ る と も 一 概 に 言 え な い
の で あ る 。
さ て ， こ う し た 中 で ， ア ジ ア 圏 や 県 外 か ら の 観 光 客 が 多 い 地 域 か つ 市 内 で 最 も 交 流 人 口 の 多 い 駅 の 近 辺
に 位 置 し て い る の に も か か わ ら ず ， 指 宿 商 店 街 が そ の 優 位 性 を 活 か せ て い な い の は 何 故 な の か 。 既 存 研 究
に 依 れ ば ， 同 商 店 街 の 利 用 は ， 若 壮 年 層 ( 1 0 代 ～ 3 0 代 ) 5 . 7 % , 中 高 年 層 ( 4 0 代 ～ 6 0 代 ) 5 4 . 6 % , 老 年 層 ( 7 0
代 以 上 ） 3 9 . 7 ％ と い う 結 果 と な っ て お り ， 若 壮 年 層 の 利 用 者 が 非 常 に 低 い こ と が 示 さ れ て い る （ 西 ，
2 0 1 9 ) 。 ゆ え に ， 指 宿 商 店 街 活 性 化 の キ ー パ ー ソ ン は ， 端 的 に 言 え ば 「 若 者 」 で あ る と 筆 者 は 考 え る 。
そ こ で ， 本 研 究 で は ， 鹿 児 島 県 内 の 大 学 生 を 対 象 に ， ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し ， 指 宿 商 店 街 の 利 用 者 数
や 非 利 用 者 数 ， 同 商 店 街 に 対 す る イ メ ー ジ や 今 後 の 要 望 な ど を 分 析 ・ 明 示 し ， そ の 活 性 化 へ の 鍵 を 探 る こ
と に し た い 。
キ ー ワ ー ド ： 指 宿 商 店 街 大 学 生 , S D 法 ,T M 法 ， 活 性 化
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図 1 J R 指 宿 駅
出 所 ： 筆 者 撮 影
図 2 指 宿 商 店 街
出 所 ： 筆 者 撮 影
2 ． 研 究 方 法
2 - 1． 調 査 の 手 続 き
2 0 1 9 年 1 0 月 ， 鹿 児 島 県 内 の 経 済 学 部 の 大 学 生 を 対 象 に ， 紙 媒 体 の ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し た 。 調 査 内 容
は ， 対 象 者 の 「 性 別 ｣ ， 「 居 住 地 ｣ ， 「 主 な 移 動 手 段 ｣ ， 「 普 段 利 用 す る 店 舗 」 に 加 え ， 「 指 宿 市 内 の 各 エ リ ア
の 認 知 度 ｣ ， 「 指 宿 商 店 街 の 認 知 度 ｣ ， 「 指 宿 商 店 街 の 利 用 頻 度 ｣ ， 「 指 宿 商 店 街 を 利 用 す る 理 由 ｣ ， 「 指 宿 商 店
街 を 利 用 し な い 理 由 ｣ ， 「 指 宿 商 店 街 に 対 す る イ メ ー ジ ｣ ， 「 指 宿 商 店 街 に 対 す る 今 後 の 要 望 」 に 関 し て 尋 ね
る も の で あ る 。 調 査 後 は ， 回 答 に 不 備 の あ る も の や 無 回 答 を 除 外 し ， 最 終 的 に 1 4 5 名 分 の デ ー タ を 分 析 対
象 と し た 。
2 - 2 ． 分 析 の 手 続 き
ま ず ， 対 象 者 の 「 性 別 」 と 「 居 住 地 」 の 相 互 関 係 を み る た め に ク ロ ス 集 計 を 行 っ た 。 後 の 分 析 の 多 く は ，
バ イ ア ス の 影 響 を 考 盧 し て 単 純 集 計 に 留 め る こ と に し た 。 対 象 者 （ 大 学 生 ） が 抱 い て い る 「 指 宿 商 店 街 に
対 す る イ メ ー ジ 」 に 関 し て は ， 富 澤 ( 2 0 1 2 )･ 大 久 保 ( 2 0 1 7 a ,2 0 1 7 b )を 参 考 に S D ( S e m a n t i c D i f f e r e n -
t i a l ) 法 を 用 い て 明 ら か に し て い る 。 最 後 に ，自 由 記 述 に よ ' ﾂ 回 答 を 求 め た 項 目 に お い て ， 「 指 宿 商 店 街 を
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利 用 す る 理 由 」 や 「 指 宿 商 店 街 を 利 用 し な い 理 由 」 に 関 し て は ， 回 答 内 容 の リ ス ト 表 を 作 成 し て 整 理 し た 。
他 方 ， 「 指 宿 商 店 街 に 対 す る 今 後 の 要 望 」 に 関 し て は , T M ( T e x t M i n i n g ) 法 に よ っ て 明 確 化 し て い る 。
S . 結 果 と 考 察
本 調 査 の 結 果 ， 対 象 者 1 4 5 名 の う ち ，「 男 性 」 7 5 . 9 % ,「 女 性 」 2 4 . 1 % で あ っ た 。 居 住 地 に お い て は ，「 鹿
児 島 地 域 」 7 5 . 8 ％ ，「 姶 良 ･ 伊 佐 地 域 」 1 1 . 1 % ,「 北 薩 地 域 」 6 . 2 % ,「 南 薩 地 域 」 4 . 8 % ,「 大 隅 地 域 」 0 . 7 % ,「 そ
の 他 」 l . 4 % で あ っ た 。「 そ の 他 」 の 回 答 に は ， 離 島 や 鹿 児 島 県 外 の 地 域 に 居 住 し て い る 学 生 が 含 ま れ て い
る と 思 わ れ る 。
居 住 地 と 性 別 と の 相 互 関 係 を み る と ， 「 鹿 児 島 地 域 （ 鹿 児 島 市 内 ) 」 に 居 住 し て い る 「 男 性 」 の 学 生
( 5 8 . 6 % ） が 最 も 多 い 結 果 と な っ た （ 表 1 ) 。 本 研 究 の 調 査 対 象 先 が ， 鹿 児 島 市 内 か ら の 通 学 者 か つ 男 性 が 多
く 在 籍 す る 学 部 で あ っ た こ と か ら ， そ の 特 徴 が 本 結 果 に 大 き く 表 れ て い る 。 指 宿 市 に 隣 接 す る 地 域 に 居 住
し て い る 若 年 層 （ 潜 在 顧 客 を 含 む ） の デ ー タ を 多 く 収 集 で き た と い う 点 に は ， 少 な か ら ず 意 義 が あ る と 考
え る 。
表 1 性 別 と 居 住 地 の ク ロ ス 集 計
出 所 ： 筆 者 作 成
表 2 主 な 移 動 手 段
出 所 ： 筆 者 作 成
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性 別
男 性
女 性
合 計
居 住 地
鹿 児 島 地 域
姶 良 ・ 伊 佐 地 域
北 薩 地 域
南 薩 地 域
大 隅 地 域
そ の 他
度 数
％
度 数
％
度 数
％
度 数
％
度 数
％
度 数
％
8 5
5 8 . 6 ％
1 2
8 . 3 ％
8
％
2
1 . 4 ％
1
0 . 7 ％
2
1 . 4 %
2 5
1 7 . 2 ％
4
％
1
％
5
％
0
％
0
0 . 0 ％
1 1 0
7 5 . 8 ％
1 6
1 1 . 1 %
9
％
7
％
1
％
2
1 . 4 %
合 計
度 数
％
1 1 0
7 5 . 9 ％
3 5
2 4 . 1 ％
1 4 5
1 0 0 . 0 %
度 数
％
移 動 手 段 徒 歩
自 転 車
バ イ ク
自 家 用 車
バ ス
電 車
そ の 他
合 計
2 4
1 0
2 2
4 0
6
3 4
9
1 4 5
1 6 . 6
6 . 9
1 5 . 2
2 7 . 6
4 . 1
2 3 . 4
1 0
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対 象 者 の 主 な 移 動 手 段 に 目 を 向 け る と ， 表 2 の 通 り ， 「 自 家 用 車 」 （ 2 7 . 6 ％ ） が 最 も 多 い 。 次 い で ，「 電 車 」
( 2 3 . 4 % ） が 多 い 。 J R 指 宿 駅 の 近 辺 に 位 置 す る 指 宿 商 店 街 に と っ て ， 新 規 顧 客 に も な り う る 学 生 の 約 2 割 が
電 車 を 利 用 し て い る と い う 点 は ， 一 つ の 商 機 と し て 前 向 き に 捉 え る こ と が で き る だ ろ う 。
他 方 ， 自 家 用 車 を 利 用 し て い る 学 生 が 最 も 多 い と い う 点 を 踏 ま え る と ， 指 宿 商 店 街 内 あ る い は そ の 付 近
に 来 客 者 用 の 駐 車 場 を 幾 つ か 設 け る 必 要 が あ る だ ろ う 。 表 3 の 結 果 （ ｢ コ ン ビ ニ 」 2 8 6 ％ ） を み て も ， そ の
駐 車 場 の 有 無 が ， 購 買 や 消 費 に お け る 利 便 性 に 大 き な 影 響 を 及 ぼ す と 考 え る 。
表 3 普 段 利 用 す る 店
出 所 ： 筆 者 作 成
次 に ， 表 4 の 通 り ， 対 象 者 は 指 宿 市 内 の 「 開 聞 」 （ 2 7 . 4 % ） エ リ ア を 最 も 認 知 し て い る 。 こ の エ リ ア に は ，
｢ 開 聞 岳 」 と い う 指 宿 最 大 の シ ン ボ ル と も 言 え る 標 高 9 2 4 m の 火 山 が あ る 。日 本 百 名 山 の 一 つ で も あ り ，
美 し い 円 錐 形 の 山 容 か ら 別 名 「 薩 摩 富 士 」 と も 呼 ば れ て い る 1 。 開 聞 が 多 く の 登 山 客 や 観 光 客 に 親 し ま れ て
い る エ リ ア で あ る と い う こ と を ， 本 結 果 は 示 唆 し て い る と 言 え る だ ろ う 。
そ の 一 方 で ， 指 宿 商 店 街 が 位 置 す る 「 大 牟 礼 」 ( 6 . 1 % ) ,「 湊 」 ( 3 . 4 % ) ,「 湯 の 浜 」 ( 9 . 5 % ) エ リ ア の 認 知
度 は 非 常 に 低 く ， 必 然 的 に 同 商 店 街 の 存 在 も 「 知 ら な い 」 ( 6 1 . 4 % )( 表 5 ) ,同 商 店 街 の 利 用 頻 度 も 「 利 用
経 験 が な い 」 （ 7 9 . 3 ％ ） （ 表 6 ） が 非 常 に 高 い 結 果 と な っ た 。
こ れ ら の 結 果 は ， 指 宿 商 店 街 が 市 街 地 お よ び 駅 前 に 位 置 す る 広 域 の 商 店 街 で あ る に も か か わ ら ず ， 残 念
な が ら ， そ の 優 位 性 を 活 か せ て お ら ず ， 地 元 の 集 客 装 置 と し て 殆 ど 機 能 し て い な い と い う こ と を 示 唆 し て
い る 。
l h t t p s : / / w w w . i b u s u k i . o r j p / t o u r i s m / v i e w / k a i m o n d a k e /
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多 重 応 答 数
度 数
％
利 用 店 舗
ス ー パ ー
コ ン ビ ニ
飲 食 店
病 院 ・ 医 院
薬 局 ・ 薬 店
銀 行 ・ 郵 便 局
理 美 容 店
靴 ・ 衣 料 品 店
書 店 ・ 文 具 店
家 具 ・ 雑 貨 店
家 電 量 販 店
ク リ ー ニ ン グ 店
コ イ ン ラ ン ド リ ー
娯 楽 施 設
そ の 他
7 5
1 2 3
6 9
9
1 0
2 2
1 3
1 9
2 7
1 0
9
1
4
3 6
3
1 7 . 5 ％
2 8 . 6 ％
1 6 . 0 %
2 . 1 %
2 . 3 ％
5 . 1 %
3 . 0 ％
4 . 4 ％
％
％
2 . 1 %
％
％
8 . 4 ％
％
合 計
4 3 0 1 0 0 . 0 ％
指 宿 商 店 街 に 対 す る 鹿 児 島 県 内 の 大 学 生 の 意 識
表 4 指 宿 市 内 の 各 工
出 所 ： 筆 者 作 成
表 5 指 宿 商 店 街 の 認 知 度
出 所 ： 筆 者 作 成
表 6 指 宿 商 店 街 の 利 用 頻 度
出 所 ： 筆 者 作 成
表 7 は ， 対 象 者 が 指 宿 商 店 街 を 利 用 し な い 理 由 を ま と め た も の で あ る 。 “ 自 宅 か ら 地 理 的 に 遠 い ” と い う
回 答 に 対 し て は ， 改 善 の 余 地 が 現 実 的 に は 殆 ど な い 。 し か し ， “ 指 宿 の 商 店 街 に 行 く メ リ ッ ト が 分 か ら な
い ” と い う 回 答 に 対 し て は ， 改 善 の 余 地 が 大 い に あ る 。
こ の 後 者 の 回 答 が な さ れ た 要 因 と し て は ， 各 商 店 が 自 店 の 魅 力 （ 利 用 す る メ リ ッ ト な ど ） を 対 外 的 に 上
手 く ア ピ ー ル で き て い な い ， あ る い は ， 自 店 の 魅 力 を 充 分 に 生 み 出 せ て い な い と い う 点 が 考 え ら れ る 。 い
ず れ に せ よ ， 今 後 ， 各 商 店 が 若 年 層 を は じ め 多 く の 人 々 を 集 客 す る 上 で の 重 要 な 改 善 点 で あ る 。
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多 重 応 答 数
度 数
％
エ リ ア
認 知 度
池 田
岩 本
大 牟 礼
開 聞
小 牧
十 二 町
十 町
新 西 方
西 方
東 方
東 方 そ の た
湊
山 川
湯 の 浜
知 ら な い
4 0
9
2 2
9 8
1 1
7
5
4
1 0
6
4
1 2
6 7
3 4
2 9
1 1 . 2 ％
％
6 . 1 ％
2 7 . 4 ％
3 . 1 %
2 . 0 ％
1 . 4 ％
1 . 1 ％
％
1 . 7 ％
1 . 1 ％
3 . 4 ％
1 8 7 ％
％
8 0 ％
合 計
3 5 8
1 0 0 . 0 %
度 数
％
商 店 街
認 知 度
知 っ て い る
ど ち ら も 言 え な い
知 ら な い
合 計
3 5
2 1
8 9
1 4 5
2 4 . 1
1 4 . 5
6 1 . 4
1 0
度 数
％
利 用 頻 度 毎 日
月 に 数 回
年 に 数 回
数 年 に 一 回
利 用 経 験 が な い
合 計
1
3
1 0
1 6
1 1 5
1 4 5
2 . 1
1 1 . 0
7 9 . 3
1 0 0 . 0
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表 7 指 宿 商 店 街 を 利 用 し な い 理 由
出 所 ： 筆 者 作 成
一 方 ， 本 調 査 で は ， 約 2 割 の 学 生 が 指 宿 商 店 街 を 利 用 し て い る こ と が 確 認 で き た （ 表 6 ) 。 彼 ら が 同 商 店
街 を 利 用 す る 理 由 は ， 表 8 の 通 り で あ る 。 “ 近 所 だ か ら 昼 食 を と り に 飲 食 店 に 行 く ” な ど の 地 理 的 な 理 由 も
み ら れ る が ， そ れ 以 外 の 多 く は ‘ ‘ 砂 蒸 し 温 泉 を 利 用 し た つ い で に 商 店 街 も 利 用 す る ” や “ 指 宿 で お 祭 り や
イ ベ ン ト が 行 わ れ る 日 は つ い で に 商 店 街 に も 行 く ” な ど の 何 か の 「 つ い で 」 に 利 用 す る と い う 旨 の 回 答 で
あ っ た 。 こ の 結 果 を 踏 ま え る と ， 指 宿 商 店 街 は 「 第 2 の 集 客 装 置 」 と し て 形 成 ・ 強 化 さ れ る べ き で あ ろ う 。
表 8 指 宿 商 店 街 を 利 用 す る 理 由
出 所 ： 筆 者 作 成
指 宿 商 店 街 に 対 す る イ メ ー ジ に 関 し て は , S D 法 に よ る 分 析 の 結 果 ， 図 3 の 通 り と な っ た 。 尚 ， 本 分 析
で は ， 「 プ ラ ス の イ メ ー ジ （ + 2 ) 」 ～ 「 マ イ ナ ス の イ メ ー ジ （ - 2 ) 」 ま で の 5 段 階 評 点 に よ る も の で あ り ， 図
中 の 丸 印 は 平 均 値 ， 点 線 は 標 準 偏 差 を 示 し て い る 。 そ の 中 で ， 回 答 の 平 均 値 は ， 計 1 9 項 目 の う ち ,9 項 目
が プ ラ ス の 数 値 ， 残 り の 1 0 項 目 が マ イ ナ ス の 数 値 と な っ た 。
具 体 的 に は ， 「 販 売 員 の 態 度 ・ 対 応 が 良 い ｣ ， 「 サ ー ビ ス の 質 が 高 い ｣ ， 「 地 域 の 特 色 が あ る ｣ ， 「 販 売 上 の
手 際 が 良 い ｣ ， 「 商 品 の 質 が 高 い ｣ ， 「 店 に 清 潔 感 が あ る ｣ ， 「 入 店 し や す い ｣ ， 「 割 安 感 が あ る ｣ ， 「 専 門 的 な 知
識 ・ 技 能 が あ る 」 と 回 答 し た 学 生 が 全 体 の 半 数 以 上 と な っ た 。 こ れ ら の プ ラ ス 項 目 は ， 指 宿 商 店 街 の 強 み
に な り う る も の で あ ろ う 。
一 方 ， マ イ ナ ス 項 目 と し て は ， 「 現 状 に 不 満 が あ る ｣ ， 「 駐 車 場 が な い ｣ ， 「 営 業 時 間 が 短 い ｣ ， 「 品 揃 え が
少 な い ｣ ， 「 賑 わ い が な い ｣ ， 「 改 善 す る 必 要 が あ る ｣ ， 「 交 通 の 便 が 悪 い ｣ ， 「 新 規 顧 客 の 利 用 が 少 な い ｣ ， 「 宣
伝 力 が な い ｣ ， 「 欲 し い も の が な い 」 が 挙 が っ た 。 こ れ ら は ， 現 時 点 に お け る 指 宿 商 店 街 の 弱 み で あ る と 言
え る だ ろ う 。 こ の こ と か ら ， 本 研 究 で は ， 大 学 生 が 同 商 店 街 に 対 し て ， や や マ イ ナ ス の イ メ ー ジ を 持 っ て
－ 2 0 －
鹿 児 島 市 内 で 買 い 物 は 済 ま せ る こ と が で き る 。
自 宅 か ら 地 理 的 に 遠 い 。
利 用 し た い と 思 う き っ か け が な い 。
指 宿 の 商 店 街 に 何 が あ る の か 知 ら な い 。
指 宿 の 商 店 街 に 行 く メ リ ッ ト が 分 か ら な い 。
自 宅 近 辺 の 商 店 街 で 買 い 物 を す る 。
指 宿 の 商 店 街 で は な く ， そ の 近 く の チ ェ ー ン 店 を 利 用 す る 。
単 純 に 指 宿 の 商 店 街 に 行 く 機 会 や 目 的 が な い 。
そ も そ も 指 宿 が 何 処 に あ る の か 知 ら な い 。
･ 指 宿 の 友 人 の 家 に 行 く 時 に お 店 で 買 い 物 を す る 。
･ 砂 蒸 し 温 泉 を 利 用 し た つ い で に 商 店 街 も 利 用 す る 。
そ う め ん を 食 べ に 行 っ た 時 に 一 度 利 用 し た こ と が あ る 。
･ 指 宿 旅 行 の 時 に ラ ー メ ン 屋 で 食 事 を し た 。
． 近 所 だ か ら 昼 食 を と り に 飲 食 店 に 行 く 。
･ 墓 参 り の つ い で に 利 用 す る 。
･ 指 宿 の 友 人 と 一 緒 に 飲 み 会 を す る 日 は 居 酒 屋 に 行 く 。
･ 地 元 が 指 宿 だ か ら ア ル バ イ ト や 飲 み 会 が あ る 日 は 利 用 す る 。
･ 旅 行 で 来 た 時 は 観 光 地 と し て 捉 え て い る 。
･ 車 で ド ラ イ ブ を し て い る 時 に は コ ン ビ ニ を 利 用 す る 。
･ 駅 近 く の パ ン 屋 と カ フ ェ を 目 当 て に 行 く 。
毎 年 ， 指 宿 で 部 活 の 大 会 が あ る か ら 温 泉 を 利 用 す る 。
･ 指 宿 で お 祭 り や イ ベ ン ト が 行 わ れ る 日 は つ い で に 商 店 街 に も 行 く 。
指 宿 商 店 街 に 対 す る 鹿 児 島 県 内 の 大 学 生 の 意 識
い る と い う 点 が 示 さ れ た 。
と り わ け ， 「 欲 し い も の が な い 」 の 平 均 値 が 最 も 低 い 結 果 で あ っ た た め ， 各 商 店 に と っ て ， こ の 項 目 の
改 善 は 目 下 の 急 務 と し て 認 識 す る べ き で あ ろ う 。 そ の 際 ， 各 商 店 に は ， マ ー ケ テ ィ ン グ ・ リ サ ー チ の 実 践
が 求 め ら れ る 。 ま た ， 「 宣 伝 力 が な い 」 の 平 均 値 も 低 い こ と を 踏 ま え れ ば ， 各 商 店 は ， 従 来 よ り も プ ロ モ ー
シ ョ ン を 強 化 す る 必 要 が あ る 。 対 象 者 の よ う な 若 年 層 を タ ー ゲ ッ ト と す る の で あ れ ば ， 彼 ら が 頻 繁 に 利 用
す る S N S ( S o c i a l N e t w o r k m g S e r v i c e ) を 適 切 に 活 用 す る こ と が 有 効 的 で あ る と 考 え る 。
販 売 員 の 態 度 ・ 対 応 が 悪 い 一 販 売 員 の 態 度 ・ 対 応 が 良 い
サ ー ビ ス の 質 が 低 い － サ ー ビ ス の 質 が 高 い
地 域 の 特 色 が な い － 地 域 の 特 色 が あ る
販 売 上 の 手 際 が 悪 い 一 賑 売 上 の 手 際 が 良 い
商 品 の 質 が 低 い － 商 品 の 質 が 高 い
店 に 滴 潔 感 が な い 一 店 に 清 潔 感 が あ る
入 店 し に く い 一 入 店 し や す い
割 安 感 が な い 一 割 安 感 が あ る
専 門 的 な 知 職 ・ 技 能 が な い － 専 門 的 な 知 識 ・ 技 能 が あ る
現 状 に 不 満 が あ る － 現 状 に 不 満 は な い
駐 車 場 が な い 一 駐 車 場 が あ る
営 業 時 間 が 短 い 一 営 業 時 間 が 長 い
品 揃 え が 少 な い 一 品 揃 え が 多 い
賑 わ い が な い － 賑 わ い が あ る
改 善 す る 必 要 が あ る 一 改 善 す る 必 要 は な い
交 通 の 便 が 悪 い 一 交 通 の 便 が 良 い
新 規 顧 客 の 利 用 が 少 な い 一 新 規 顧 客 の 利 用 が 多 い
宣 伝 力 が 弱 い 一 宣 伝 力 が 強 い
欲 し い も の が な い － 欲 し い も の が あ る
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図 3 指 宿 商 店 街 に 対 す る イ メ ー ジ
1 2
出 所 ： 筆 者 作 成
最 後 に ， 指 宿 商 店 街 に 対 す る 今 後 の 要 望 に 関 し て は , T M 法 に よ る 分 析 の 結 果 ， 図 4 の 通 り と な っ た 。 尚 ，
丸 印 の 大 き さ は ， 回 答 者 が 記 し た 単 語 の 出 現 頻 度 の 高 さ を 表 し て い る 。 実 線 の 太 さ は ， 単 語 間 の 共 出 現 頻
度 の 高 さ を 表 し て い る 。
ま ず ， 単 語 の 出 現 頻 度 に 目 を 向 け る と ， 「 指 宿 」 や 「 宣 伝 」 の 単 語 が 多 く 用 い ら れ た こ と が 分 か る 。 こ
れ は ， 図 3 の 結 果 （ ｢ 宣 伝 力 が な い ｣ ）と 関 連 す る 結 果 で あ り ， 各 商 店 に は プ ロ モ ー シ ヨ ン の 強 化 が 求 め ら
れ て い る 。
上 記 の 点 は ， 単 語 間 の 共 出 現 頻 度 に 目 を 向 け て も 同 じ こ と が 言 え る 。 何 故 な ら ば ， 「 情 報 発 信 」 と 「 ア
ピ ー ル ｣ , ｢ S N S 」 と 「 使 う 」 の リ ン ケ ー ジ が 強 く 表 れ て い る か ら で あ る 。 こ う し た プ ロ モ ー シ ョ ン の 実 践
に 加 え て ， 事 前 に 「 若 者 向 け 」 の 「 イ ベ ン ト 」 を 企 画 す る こ と や 「 地 域 」 の 「 特 色 」 が あ る 「 サ ー ビ ス 」
を 開 発 す る こ と も 求 め ら れ て い る 。
こ の よ う な 結 果 を 踏 ま え る と ， 指 宿 商 店 街 の 活 性 化 へ の 鍵 は ， マ ー ケ テ ィ ン グ ・ リ サ ー チ を 踏 ま え た 指
宿 ら し き の あ る 若 者 向 け の 価 値 の 生 成 や S N S プ ロ モ ー シ ョ ン の 実 践 で あ る と 筆 者 は 考 え る 。
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図 4 指 宿 商 店 街 に 対 す る 今 後 の 要 望
出 所 ： 筆 者 作 成
お わ り に
4 ．
本 研 究 は ， 鹿 児 島 県 内 の 大 学 生 を 対 象 に ， ア ン ケ ー ト 調 査 を 行 い ， 指 宿 商 店 街 の 活 性 化 へ の 鍵 を 探 る こ
と で あ っ た 。 1 4 5 名 分 の デ ー タ を 分 析 し た 結 果 ， 性 別 で は 「 男 性 ｣ ， 居 住 地 で は 「 鹿 児 島 地 域 ｣ ， 主 な 移 動
手 段 で は 「 自 家 用 車 ｣ ， 普 段 利 用 す る 店 舗 で は 「 コ ン ビ ニ ｣ ， 指 宿 市 内 の 各 エ リ ア の 認 知 度 に お い て は 「 開
聞 ｣ ， 指 宿 商 店 街 の 認 知 度 に お い て は 「 知 ら な い ｣ ， 指 宿 商 店 街 の 利 用 頻 度 に お い て は 「 利 用 経 験 が な い 」
の 回 答 が 最 も 多 か っ た 。 そ し て ， 指 宿 商 店 街 に 対 す る イ メ ー ジ は , 残 念 な が ら 「 や や マ イ ナ ス の イ メ ー ジ 」
で あ っ た 。
指 宿 商 店 街 を 利 用 し な い 主 な 理 由 と し て は ， “ 自 宅 か ら 地 理 的 に 遠 い ” と い う 回 答 に 加 え ， “ 指 宿 の 商 店
街 に 行 く メ リ ッ ト が 分 か ら な い ” な ど の 回 答 が 挙 が っ た 。 一 方 , 指 宿 商 店 街 を 利 用 す る 主 な 理 由 と し て は ，
" 近 所 だ か ら 昼 食 を と り に 飲 食 店 に 行 く ” と い う 回 答 に 加 え ， “ 砂 蒸 し 温 泉 を 利 用 し た つ い で に 商 店 街 も 利
用 す る ” な ど の 回 答 が 挙 が っ た 。
指 宿 商 店 街 に 対 す る 今 後 の 要 望 に 関 し て は ， 地 域 の 特 色 が あ る サ ー ビ ス や 若 者 向 け の イ ベ ン ト を 検 討 す
る こ と ， そ し て ， そ れ ら を S N S で 伝 達 し て い く こ と が 強 く 望 ま れ て い る 。 こ の よ う な こ と か ら ， 指 宿 商
店 街 の 活 性 化 へ の 鍵 は ， マ ー ケ テ ィ ン グ ・ リ サ ー チ を 踏 ま え た 指 宿 ら し さ の あ る 若 者 向 け の 価 値 の 生 成 や
S N S プ ロ モ ー シ ョ ン の 実 践 で あ る こ と が 考 え ら れ た 。 今 後 は ， 新 た な 質 問 項 目 を 加 え ，「 女 性 」 や 「 鹿 児
島 地 域 以 外 」 の デ ー タ も よ り 多 く 収 集 し ， 本 研 究 の 再 検 討 を 試 み る 必 要 が あ る 。
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